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ご挨拶 

 

思い起こせば2019 年(令和元年)5月 28日、4名の実行委員と教育振興課を主体と

した事務局で第1回実行委員会がスタートしました。 

 

 実行委員会の規約による会の目的は、東京 2020 パラリンピック大会に向け、年齢、

性別、障害の有無に関わらず取り組むことができ、楽しく奥深いユニバーサルスポーツ

である「ボッチャ」の大会を通じて「障がい者理解」を図ることを目的とする、と書か

れています。つまり共生社会の実現に向けての具体的施策の一つであることを意味しま

す。 

 

 私たちはこの目的に向け、地域、大学、福祉、スポーツ、企業、行政からなる実行委

員会を中心として 2019 年 10 月 19 日都立多摩桜の丘学園の体育館で「ボッチャ

2020TAMAカップ」プレ大会を実施しました。大会は大いに盛り上がり先ずは順風満

帆なスタートとなりました。翌年本大会の準備を始めていた矢先、世界的に猛威を振る

ったコロナ感染対策によりやむなく延期せざるを得なくなりました。 

 

 しかしながら何としても大会を成功させたいと言う想いが再開の重いトビラを開か

せました。2021 年 12 月 22 日に再開した実行委員会では忘れ物を取り戻すと言う信

念が皆の中にみなぎっていました。この情熱こそが本大会の成功に導かせたのです。再

開後は実行委員会の人数も増え、事務局も教育振興課からスポーツ推進課が主体となり、

さらに強力な運営体制が出来あがりました。 

 

 そして 2023 年 6 月 4 日、様々なハードルを乗り越えて全ての皆様のお力添えで無

事「ボッチャ2023TAMAカップ」本大会を開催することができました。当日皆様の素

敵な笑顔に接して大会を開催して本当に良かった、これでようやくボッチャを通して共

生社会の実現に向けての第一歩を踏み出せたと実感しました。 

 

 本大会に参加してくださいました 50チームの選手の皆さま、実行委員の皆さま、運

営の主体となって活動をしてくださいました事務局の皆さま、ボランティアの皆さま、

公開演技の大学生の皆さま、都立多摩桜の丘学園、南大沢学園の皆さま、そして本大会

の趣旨に賛同してくださいました協賛企業・団体の皆さま、本当にありがとうございま

した。心より深く感謝申し上げます。 

 

 本大会をもって実行委員会は解散することになりますが、大会の趣旨は多摩市スポー

ツ推進委員協議会の皆さまが開催されているボッチャフレンドカップに継続していく

ことになります。どうかよろしくお願いいたします。長いようで短かった5年間、本当

に楽しい時間を過ごさせていただきました。ありがとうございます。又いつの日にか皆

さまとご一緒できることを楽しみにしております。 

 

ボッチャ２０２０TAMAカップ実行委員会委員長 相馬 洋三 
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１ 大会結果（2023 年 6月） 

（１）目的 

年齢、障害の有無に関わらず取り組むことができ、かつ、楽しく奥深いユニバーサル

スポーツである「ボッチャ」の大会を通じて、共生社会の実現に向けた啓発を図る。 

 

（２）日時 2023 年 6月 4日（日）9:20～16:45 

 

（３）会場 多摩市立総合体育館第１スポーツホール（多摩市東寺方 588-1） 

 

（４）主催 ボッチャ2020TAMAカップ実行委員会 

 ※委員所属団体 

インクルスポーツクラブ多摩 国士舘大学ウエルネス・リサーチセンター 

多摩市社会福祉協議会 多摩市スポーツ推進委員協議会 

多摩市青少年問題協議会聖ヶ丘・連光寺地区委員会 多摩市立児童館 

東京多摩ロータリークラブ 

 

（５）協賛（13団体） ※50音順 

株式会社インフォテクノ朝日 京西テクノス株式会社 

京王聖蹟桜ヶ丘ショッピングセンター ＫＤＤＩ株式会社 

株式会社サンリオエンターテイメント 多摩市健幸スポーツパートナーズ 

東京キリンビバレッジサービス株式会社府中支店 東京グリーンシステムズ株式会社 

東京多摩ロータリークラブ トヨタＳ＆Ｄフリート西東京株式会社 

二幸産業株式会社 株式会社日本水泳振興会 株式会社長谷工コーポレーション 

 

（６）運営協力 

 インクルスポーツクラブ多摩 国士舘大学ウエルネス・リサーチセンター  

多摩市社会福祉協議会 多摩市スポーツ推進委員協議会  

多摩市青少年問題協議会聖ヶ丘・連光寺地区委員会 東京都立多摩桜の丘学園  

東京都立南大沢学園 

 

（７）チームエントリー数 50 チーム（208名） 

※40チーム想定だったが、エントリーのあった 50チーム参加とした 

※障がい当事者を含むチーム 9チーム、子どもを含むチーム 8チーム 

 多摩市の友好都市・長野県富士見町民を含むチーム 6チーム 

※当日キャンセル１チームあったため、参加は49チーム（195名） 

 

（８）来場者数 約 350 名 ※選手、観客、競技・運営スタッフを含む 

 

（９）式典 

①開会式（実行委員会３名、来賓１４名） 9:20～9:50 

  開会挨拶（委員長）、来賓紹介、来賓代表挨拶（トヨタ S＆D フリート西東京株式

会社代表取締役社長）、始球式（多摩市長・多摩桜の丘学園生徒・聖ヶ丘小学校児童） 
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▲開会式の様子               ▲始球式 

 

 ②閉会式（実行委員会３名、来賓５名） 16:30～16:45 

  表彰、閉会挨拶（委員長） 
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（10）試合 

 ①予選リーグ（75試合） 9:50～12:05 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予選リーグの様子 

 

 

 

リーグ チーム数
試合数

1チーム3試合

上段：1位チーム・下段：2位チーム
（Ｃのみ上から順に３チーム記載）

決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ
進出

富士見・多摩ＯＫＫＯＨ踊り連Ｅ ○

ＩＴＡつながろう

ASNボッチャ部　with　i 棄権

多摩ブロッサムズT

ヨッキーモッキー ○

おにぎりを握って食べる会 ○

チームKOMEI ○

チームすみよし ○

ＩＴＡツナガッタ ○

烏山小学校ボッチャクラブ ○

ワイワイがんちーず ○

インクルスポーツクラブ多摩B ○

関戸ハナミズキ

富士見・多摩OKKOH踊り連F ○

二幸産業・ＮＳＰグループ（総合福祉センター）

SWFA① ○

くらし、たのし、たまし ○

インクルスポーツクラブ多摩A ○

ハイライフサポート ○

ながやま艦隊 ○

チーム　おだじ ○
J 4 6

※予選各チーム３試合の結果から、勝ち点の多い順に上位１６チームが決勝進出

H 4 6

I 4 6

F 4 6

G 4 6

E 6 9

A 6 9

B 6 9

C 6 9

D 6 9
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②決勝トーナメント（16試合） 13:25～16:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決勝トーナメントの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勝 負

1 富士見・多摩ＯＫＫＯＨ踊り連Ｅ チーム　おだじ ベスト16

2 ワイワイがんちーず ヨッキーモッキー ベスト16

3 チームすみよし ながやま艦隊 ベスト16

4 インクルスポーツクラブ多摩A チームKOMEI ベスト16

5 くらし、たのし、たまし インクルスポーツクラブ多摩Ｂ ベスト16

6 富士見・多摩ＯＫＫＯＨ踊り連Ｆ ハイライフサポート ベスト16

7 烏山小学校ボッチャクラブ おにぎりを握って食べる会 ベスト16

8 ＩＴＡツナガッタ SWFA① ベスト16

9 ワイワイがんちーず 富士見・多摩ＯＫＫＯＨ踊り連Ｅ 準々決勝戦

10 チームすみよし インクルスポーツクラブ多摩A 準々決勝戦

11 くらし、たのし、たまし 富士見・多摩ＯＫＫＯＨ踊り連Ｆ 準々決勝戦

12 ＩＴＡツナガッタ 烏山小学校ボッチャクラブ 準々決勝戦

13 ワイワイがんちーず チームすみよし 準決勝戦

14 ＩＴＡツナガッタ くらし、たのし、たまし 準決勝戦

15 チームすみよし くらし、たのし、たまし ３位決定戦

16 ワイワイがんちーず ＩＴＡツナガッタ 決勝戦

対　　戦　　チ　　ー　　ム
試合
№

備　考
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（11）表彰（入賞チームに賞状、メダル及び副賞、優勝チームにはカップを贈呈） 

 優 勝：ワイワイがんちーず 

第 2位：ＩＴＡツナガッタ 

第 3位：チームすみよし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲優勝チーム（ワイワイがんちーず）    ▲準優勝チーム（ＩＴＡツナガッタ） 

 

（12）スペシャルプログラム 14:50～１5:20 

 2022 全日本新体操選手権大会準優勝の国士舘大学男子新体操部（山田小太郎監督）

の部員１０名による公開演技を披露した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（13）ケガ・事故の発生 特に記載する事項はない 

 

（14）大会予算 

 企業等からの協賛金を大会の運営費に充てた。また、副賞・参加賞の提供もあった。 

 

（15）運営スタッフ 

 実行委員会委員所属団体のほか協賛者、事務局の東京都立多摩桜の丘学園、多摩市か

らの参加があり、学生等のボランティアを含め総勢７６名のスタッフで大会を運営した。 

 スタッフの業務は、受付、式典、審判・計時・記録、集計、救護・会場内外整理、撮

影などであり、各々の役割を果たした。 

 

（１６）参加者アンケート実施結果 

①実施概要について 
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目 的：大会参加者を対象に、本大会の満足度等を調査する目的で、アンケートを 

実施した。 

対 象 者：ボッチャＴＡＭＡカップ参加者 

方 法：大会申込代表者へ、インターネットのアンケートページをメールで送付。 

回答期間： 6月９日（金）～6月２３日（金） 

回答件数：２８件／５０チーム中 

 

②集計結果 

ⅰ. 大会全体に対する満足度 

【結果】「満足した」、「やや満足した」と回答された方が９６パーセントとなった。 

 

 

ⅱ. 試合運営に対する満足度 

【結果】「満足した」、「やや満足した」と回答された方が９６パーセントとなった。 

 
 

ⅲ. 公開演技に対する満足度 

【結果】「満足した」、「やや満足した」と回答された方が１００パーセントとなった。 

※回答２８件中、１２件の方は予選が終了し、帰宅されていたなど、公開演技を見て

いないと回答された。上記数値は演技を見た方の回答１６件を反映した。 

満足した(21票)

75%

やや満足した(6票)

21%

やや不満だった(1票) 不満だった(0票)

満足した(20票)

71%

やや満足した(7票)

25%

やや不満だった(1票) 不満だった(0票)
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ⅳ.まとめ 

本大会の各内容（全体、試合運営、公開演技）について、アンケート回答者の大半か

ら肯定的な（満足した、やや満足した）反応が得られた。 

 

ⅵ.【参考資料】アンケートの中でいただいた、大会に関するご意見・ご感想 

◆肯定的なご意見 

・『沢山のチームが参加していたが混乱もなく進行されていたこと。待ち時間は他チームの応

援や新体操の演技を見られたこと。大いに楽しめて、大満足。』 

・『他チームとコミュニケーションが図れた。障害を持っている人も、そうでない人も一緒に

スポーツで一丸となれた。』 

・『代表者が多摩市在住在学在勤であればよいと参加資格を広げたため、府中市や世田谷区か

らの参加があり交流が広がった。』 

・『大会に初めて参加させてもらいましたが、ボッチャは奥深いスポーツだと思いました。私

達のチームは単に近くに投げるだけで精一杯なのですが、一投における重み、思惑など高

レベルになるほど知的なスポーツになるのだと思います。子供達も真剣に取り組み、良い

プレイが出れば対戦相手からも褒められ、勝負ごとですがお互いを尊重し合える、共生に

通ずるスポーツなので今後もこのような取り組みが継続されることを望みます。スポンサ

ーさんからのお土産もありがとうございました。』 

 

◆改善に向けたご意見 

・『大会のルールに関しては、大まかに要領を読めば分かるのですが、細かいルールについては、

当日の審判の方に注意されて初めて知る、という事が少なくありませんでした。公式のルー

ルがあるのであれば、事前に連絡いただくなど、初心者でも参加しやすい配慮があると良い

と思いました。』 

・『お昼休憩の時間などに各チーム時間制限付きで練習させてもらえたら良かったかなと。練習

試合でもいいです。せっかく沢山のボッチャチームが参加されているので多くの方とプレイ

してみたかったと思いました。』 

 

満足した(10票)

62%
やや満足した(6票)

38%

公開演技を見ていない等(12票)
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2 大会構想（2018 年 11月～2019年 5月） 

（１）取り組むきっかけ 

多摩市教育委員会が 2018 年に東京パラリンピック 2020 大会における多摩市のパ

ラリンピックの取り組みを検討している中で、市内にある特別支援学校の東京都立多摩

桜の丘学園（以下多摩桜の丘学園」）と近隣の市立小中学校がパラリンピック競技であ

るボッチャで交流していることを知る。 

ボッチャは、障害の有無にかかわらず子どもから大人まで取り組みやすく、共に戦う

ことでお互いの違いを知ることができるスポーツとして共生社会の実現に向けた取り

組みとして進めていくものとした。 

 

（２）ボッチャ競技の市民への啓発 

ボッチャは、一般的に馴染みのないパラリンピック競技であり、市民への啓発が必要

であることから、児童館や公民館で体験会が開催された。また、多摩市スポーツ推進委

員協議会がニュースポーツ体験会としてボッチャについて取り組んでいた。 

永山公民館とグリナード永山が連携した大会「グリナードカップ」をグリナード永山

2階つばさ広場というオープンな場で開催した。［2019年８月3１日（土）］通りか

かった方が見られるオープンな場であることから、一般の方に広くボッチャを知って

いただく機会となるとともに、大会であることから競技として盛り上がっていた

 

障がい者ふれあいスポーツ大会（多摩市障害者福祉協会主催 会場：多摩市立総合体

育館）で体験コーナーが開催された。［2019年 3月 2日（土）］ 

 

（３）ボッチャ競技の企業等との連携 

企業等の協力を得る事も必要であるとの認識から、東京多摩ロータリークラブ（以下

「ロータリークラブ」）への体験会を多摩桜の丘学園で開催した。 

ボッチャに取り組んでいくためには用具（ボッチャセット）が必要であるため、多摩

市へ長年車いすや保育園のお散歩バギーを寄付していただいているトヨタ西東京カロ

ーラ株式会社（現トヨタ S&Dフリート西東京株式会社）にお願いをしたところ、快諾

（市に10セット貸与）いただき、後に述べるプレ大会で貸与式を行った。 

そのほかボッチャの新しい楽しみ方として、企業向けにお茶とお菓子をいただきなが

ら、ゲームをし企業同士で交流できる「ボッチャカフェ」を提案し、会費制の体験会を

アクアブルー多摩で開催し、３事業所が参加した。［2019 年 3 月 7 日(木)夜間］。な

お、お菓子の用意は障害福祉事業所の「れすと」が担当。 

 

（４）大会開催構想及び実行委員会の立ち上げ 

体験会等によるボッチャの啓発を進める中で、目標を設けることで一層の推進ができ
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ることから大会を開催することを検討した。 

本取り組みは共生社会実現に向けたものであり、大会を開催するにあたっては、様々

な主体（地域・学校・大学・福祉・スポーツ・企業・行政）が連携して実施することで

市民に根付いていくものである考え、実行委員会を立ち上げていくものとした。また、

大会名を（仮称）ボッチャ 2020TAMA カップ（以下「2020TAMA カップ」）と称し

て進めていくこととした。 

地域のスポーツ大会でボッチャに取り組んでいる多摩市青少年問題協議会聖ヶ丘・連

光寺地区委員会（以下「青少協」）と、その地区の中にあり学校として地域と協働する

考えを有する多摩桜の丘学園に取り組みにご協力をいただくことを確認した。また、福

祉的側面から多摩市社会福祉協議会（以下「多摩社協」）、スポーツの側面から多摩市ス

ポーツ推進委員協議会（以下「スポーツ推進委員」）、スポーツに長け市内に体育学部を

設置している国士舘大学にも説明し、いずれもご理解いただいた。 

こうして、青少協、多摩社協、スポーツ推進委員、国士舘大学、体験会を実施してい

る多摩市立児童館（以下「児童館」）による「ボッチャ 2020TAMAカップ実行委員会」

（以下「実行委員会」）を 2019年 5月に立ち上げた。実行委員長はボッチャを地域で

いち早く大会を開催していた青少協の相馬氏、副委員長には教育分野での学識経験者で

ある国士舘大学の田口氏が選任された。 

オブザーバーとしてロータリークラブ、インクルーシブスポーツに取り組む市民団体

であるインクルスポーツクラブ多摩（以下「インクル」）、スポーツ推進委員に参画いた

だいた。 

なお、多摩桜の丘学園は東京都ボッチャ協会と連携していることから、事務局として

関わっていただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り組みのイメージ・スキーム図 
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３ プレ大会に向けて（2019 年 5月～2019年 10月） 

（１）大会開催の検討 

東京 2020 パラリンピック競技大会でのボッチャ競技を実際に体験し、パラリンピ

アンの凄さを知っていただくため、パラリンピック大会の前に開催する（2020 年 6月）

ものとした。 

また、大会の前年にはプレ大会を開催（2019 年 10 月）し、2020 年の大会に向け

た機運の醸成及び大会運営の確認をするものとした。 

プレ大会会場はボッチャがパラリンピック競技であることを踏まえ、バリアフリーが

しっかりしていること、冷暖房が効くこと、駐車スペースを確保できること、多摩市内

でボッチャの取り組みが始まった場所（聖地）であることから、学校の了解を得て多摩

桜の丘学園で開催することとした。 

 

（２）大会コンセプト 

 ボッチャをパラリンピックスポーツとしてではなく、誰もが広く楽しむことができ

る「ユニバーサルスポーツ」として捉え、スポーツとして楽しみ、戦略性のあるスポー

ツを通じ、お互いの違いを認めていく共生社会に繋げていくことを目的として、「楽し

く、奥深いユニバーサルスポーツを通じた共生社会の実現」と掲げた。 

 これを具現化するために３本の柱「楽しみながら一緒に戦うことでお互いの違いを知

る」「地域・学校・大学・福祉・スポーツ・企業・行政の連携で実施」「パラリンピック

の機運醸成」に沿って進めていくことを確認した。 

 なお、ボッチャをユニバーサルスポーツとして位置付けたのは、大会計画当時の多摩

市学びあい育ちあい推進審議会会長の発言からである。 

 また、本大会について競技性を高めるのか、レクリェーションとするのかといった議

論がなされた。現時点ではボッチャの人口がそれほど多くないこと、一緒に楽しみなが

らお互いの違いを知るといったコンセプトから敷居は高くないほうがよいことなどか

ら、レクリェーションとして実施することとなった。 

 

（３）参加対象者 

 多摩市の市民の定義は多摩市に在住、在勤、在学、法人、非営利活動法人、任意団体

とされていることから、チームのすべての人がこれに当てはまるものを参加対象者とし

た。 

また、多摩市の友好都市である長野県富士見町の教育長に本取り組みについて伝えた

ところ、ボッチャに取り組んでいる町の小学校があるので参加させたいとの話があった

ことから、富士見町の町民も参加対象者とした。スポーツで富士見町の方が多摩市に訪

れ交流する新たな取り組みとなった。 

 

（４）本取り組みの期間 

 実行委員会形式で事務局を行政が担う本取り組みの枠組みは 2020 年の大会までと

位置付けてスタートした。 

この期間内で地域の様々な主体と連携して取り組む大会の開催手法や大会コンセプ

トに基づくルールづくり、市民への広い認知などを検討・実施した。これは大会以降に

そのパッケージを使いながら市民活動として発展していくことを期待してのものであ
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る。 

 

（５）大会イラストの作成 

 大会の PRで人目をひくためにキャッチーなイラストの作成を検討した。体育の授業

でボッチャに取り組んでいる多摩市立鶴牧中学校に趣旨を説明して依頼したところ、

30点ものイラストが集まり、その中から表紙のイラストを採用することとした。 

本イラストは2023 年の大会までシンボルとして使用し、ポスター・チラシやたま広

報・多摩市公式ホームページでの使用のみならず、プレ大会のスタッフTシャツ、ボッ

チャカフェでのプリントクッキー、スタッフの缶バッジなどで幅広く活用して、大会の

ＰＲを展開した。 

 

（６）市民への啓発 

 引き続き、スポーツ推進員のニュースポーツ教室や児童館、多摩市小学校 PTA 連絡

協議会、多摩市中学校 PTA 連合会、公民館事業の中での体験会などにより、広く市民

への啓発を行った。また、多摩桜の丘学園と公民館の連携では、多摩桜の丘学園の子ど

もたちを講師として体験会を開催し、保育園児等に教えるなど連携しながらの取り組み

を始めた。 

 

（７）企業等との連携 

 ボッチャに触れることが少ない企業等に実際に体験してもらうためのボッチャカフ

ェを永山公民館で開催した。［2019 年 10月 8日（火）夜間］ 

市内にある企業のほか報道各社も参加・体験し、新聞記事等での掲載につながり、取

り組みのＰＲもできた。 

  

（８）障がい者が幅広く参加できるような工夫 

 多摩市障害者福祉協会の会長から聴覚障がい者の参加ができないか、また、実行委員

会で視覚障がい者の参加があった場合のことが話題になり、多摩桜の丘学園の先生から

東京都ボッチャ協会や、国際審判員の資格を持つ東京都立府中けやきの森学園の先生な

どに問い合わせをしながら、エントリーがあった際の配慮事項等を検討した。 

 また、大会に多摩桜の丘学園の子どもたちが選手としての参加以外で関われないかを

検討し、第１位～第３位のメダル作製（金・銀・銅）及び参加賞の焼き菓子の作製をす

ることとし、依頼した。 
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リーグ 試合数 決勝トーナメント進出 総得点

A 12 インクルスポーツクラブ多摩　チームＹ １位

B 6 二幸産業・ＮＳＰグループ ２位

C 6 鶴牧中学校 ３位

D 9 燃えよ永山魂！永山公民館チーム ４位

E 6 ＯＫＫＯＨサポーター隊② ５位

※各リーグ1位のチームが決勝トーナメント進出

勝 負

1 燃えよ永山魂！永山公民館チーム ＯＫＫＯＨサポーター隊②

2 鶴牧中学校 二幸産業・ＮＳＰグループ

3 インクルスポーツクラブ多摩　チームＹ 燃えよ永山魂！永山公民館チーム

4 インクルスポーツクラブ多摩　チームＹ 鶴牧中学校 優勝戦

5 燃えよ永山魂！永山公民館チーム 二幸産業・ＮＳＰグループ 三位決定戦

対　　戦　　チ　　ー　　ム
試合
№

備　考

４ プレ大会（2019 年 10月） 

（１）大会概要 

日時：2019 年 10月 19日（土） 9：00～16：00 

会場：東京都立多摩桜の丘学園 

主催：ボッチャ２０２０TAMAカップ実行委員会 

協賛：トヨタ西東京カローラ株式会社、東京多摩ロータリークラブ 

運営協力：東京都立多摩桜の丘学園 

大会参加：29チーム 140名 ※当日欠場の3チーム・17名を含まず 

     エントリーチームの中には、障がい者を含むチーム６チーム、子どもを

含むチーム 11チーム、多摩市の友好都市・長野県富士見町民を含むチ

ーム 4チームのエントリーがあった。 

 

（２）大会結果 

 午前中に予選を開催。午後に決勝トーナメントを実施し、優勝はインクルスポーツク

ラブ多摩チームY、準優勝は鶴牧中学校、第 3位は燃えよ永山魂！永山公民館チームと

なった。 

ボッチャの元日本代表選手率いるインクルスポーツクラブ多摩 チーム Y が圧倒的

な強さを見せた。元代表選手のランプを使った正確な一投が終わるたびに会場から声が

あがる盛り上がりを見せた。 

①予選リーグ（39試合※不戦勝・負を除く） 9:50～12:46 

  

 

 

 

 

 

 

 

 ②決勝トーナメント（5試合） 13:45～15:27 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予選リーグ               決勝戦 
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（３）表彰（入賞チームに賞状及びメダル、優勝チームにはカップを贈呈） 

 優 勝：インクルスポーツクラブ多摩 チームＹ 

第 2位：鶴牧中学校 

第 3位：燃えよ永山魂！永山公民館チーム 

 ※上位から順に東京都市町村ボッチャ大会 2020 多摩市代表としての出場を案内 

 

 

 

 

 

   メダル授与 

（４）ボッチャセット貸与などトヨタ西東京カローラ株式会社の協力 

 協賛として、ボッチャセットを１０セット貸与いただいた。このボッチャセットはプ

レ大会だけではなく、本大会、また、それに向けた普及啓発でも活用している。プレ大

会でトヨタ西東京カローラ株式会社及び多摩市による貸与式を実施した。 

そのほか、会場には福祉車両などの展示やポップコーンの配布とともに、マスコット

キャラクターのカローニャが登場し、会場が盛り上がった。 

 

 

 

 

 

貸与式      車両展示・ポップコーン配布   パネル展示 

 

（５）メダルなど東京多摩ロータリークラブの協力 

協賛により、多摩桜の丘学園の子どもたちに入賞者のメダル（金・銀・銅）及び参

加賞の焼き菓子を作製してもらい、大会に選手として参加できない子どもたちも関わ

ることができた。 

 

 

 

 

 

 

入賞者メダル            参加者焼き菓子 

 

（６）参加賞 

 トヨタ西東京カローラ株式会社提供のミニカー、ハリナックス、多摩桜の丘学園で作

製した焼き菓子などを参加賞として配布した。 

 

（７）台風第19号の影響等 

大会の前週に大型の台風第19号が直撃し高速道路が通行止めとなった影響でエント
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リーしていた富士見町の子どものチームが不参加となった。参加できなかった富士見町

の子どものチームから手紙をいただき、「とても楽しみにしていたのに参加できず残念

です。大会の成功と出場する選手へエールを送ります。」というメッセージを開会式で

読み上げた。 

 また、当日急遽、会場内で台風第 19号災害義援金を募ることとなり、募金箱を設置

したほか、大会に参加していた中学生（聖ヶ丘中学校、鶴牧中学校）が募金箱を持って

協力を呼びかけた。 

 

（８）運営スタッフ 

 実行委員会を中心としたボランティアのスタッフによる運営をした。会場を提供いた

だいた多摩桜の丘学園の教員が前日のコート作成等の準備、会場案内や駐車場関係を、

スポーツ推進員が審判、決勝戦実況解説、青少協が受付、国士舘大学や多摩市職員が試

合の記録などスポーツ推進員のサポートを担った。また、式典関係や参加賞の袋詰めな

どを事務局が行った。 

 

（９）ケガ・事故の発生 特に記載する事項はない 

 

（10）大会予算 

 団体からの協賛金を大会の運営費に充てた。また、参加賞の提供もあった。 

 

（11）プレ大会の反響 

 プレ大会の取り組みは多くのメディアで取り上げられ（資料6参照）、多摩市の市民

と一体となった共生社会の取り組みを伝えることができた。また、多摩桜の丘学園の子

どもたちが作製したメダルは幼稚園などから注文が入るようになった。 

 

 

５ ボッチャ 2020 TAMAカップに向けて（2019年 11月～2020年 2月） 

（１）大会開催の検討 

 東京 2020 パラリンピック大会の機運醸成を念頭に検討した。京王聖蹟桜ヶ丘ショ

ッピングセンター（以下「京王 SC」）のご厚意でアウラホールを無償で使用できること

となった。プレ大会（30 チーム）を超える規模とすること、ボッチャを通りがかりの

方に見てもらえるような会場での実施などから、2 日間（予選と決勝で日程を分ける）

での開催とした。日程は、2020 年のパラリンピック（8月）の前で多くの子どもたち

が参加できる日程とし、運動会と定期試験の間【6 月 6 日（土）】に予選、定期試験後

に決勝【6月 28日（日）】とした。会場は予選を多摩桜の丘学園、決勝をアウラホール

とした。 

 

（２）東京 2020 オリンピック・パラリンピック大会の機運醸成 

 前述のとおり通りがかりの方が見てもらえるようにという観点で駅に直結する商業

施設にあるアウラホールとした。また、パラリンピックのみならず観るスポーツという

括りで多摩市内の国士舘大学に大会の合間でエキシビションを依頼し、東京 2020 パ

ラリンピック大会の競技である空手や日本のトップレベルである男子新体操などを候
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補として検討していた。 

 

（３）市民への啓発 

 引き続き、スポーツ推進員のニュースポーツ体験教室や児童館、放課後子ども教室な

どでの体験会を実施した。 

また、東京グリーンシステムズから 2019 年 11月の丘の上の収穫祭でのボッチャ体

験ブースの出店依頼があり、トヨタ西東京カローラからダーツの的を借用して通常とは

異なる体験会を実施し、小さいお子さんから高齢の方まで気軽にボッチャを知っていた

だいた。企業にも認知がされ連携を図ることが広がりをみせてきた。なお、東京グリー

ンシステムズから景品のお菓子を提供いただき、多摩市の教育振興課と障害福祉課の職

員がボランティアで参加した。 

小中学校ではオリンピック・パラリンピック教育としてボッチャに取り組む学校が増

えた。また、昼休みなどにボッチャ週間と銘打って体育館で楽しむことができるように

した学校などもでてきた。 

 

（４）企業との連携 

 共生社会向けた取組みにあっては企業の支援が必要であるという観点から、実行委員

所属団体、事務局に関係する市内外の企業への営業活動を事務局が中心となり行った。 

また、企業への更なるアピールが必要であるため、過去２回実施し好評を博したボッ

チャカフェの開催を検討した。聖蹟桜ヶ丘地区と多摩センター地区での開催を企画し、

聖蹟桜ヶ丘地区では京王 SCのご厚意で、2020 年 4月 10日（金）夜間にショッピン

グセンターのテナントと周辺の企業を対象としてアウラホール、多摩センター地区では

ベネッセホールディングのご厚意で、ベネッセコーポレーション東京ビル１階エントラ

ンスホールを会場に 2020 年 3 月 6 日（金）夜間に多摩センター周辺企業を対象に実

施を決定した。両日ともお菓子とお茶は障がい者福祉事業所の「れすと」に依頼した。

ボッチャカフェの声掛けと共に大会への協賛などをお願いし、参加の承諾をいただいた

企業が多数あった。 

 

 

6 新型コロナウイルス感染症の影響（2020 年 2月～4月） 

（１）ボッチャカフェの中止 

 新型コロナウイルス感染症の拡大により、社会生活に大幅な制限がされる状況が

2020 年 2 月に広がっていった。各企業や行政も状況を見ながらの対応が迫られる中、

会場を提供していただく京王 SC、ベネッセホールディングと調整の上、中止を決定し

た。 

 

（２）ボッチャ2020TAMAカップの延期 

 ボッチャカフェは実施日が直近であったことから、早々に実施の判断をしなければな

らなかったが、本大会は東京 2020 大会の開催又は中止、延期の判断がされない状況で

の検討となった。本大会は共生社会の実現を目指すものであり、新型コロナウイルス感

染症でのリスクが高いとされる障がい者や高齢者の参加が難しく、都立学校が休校とな

り、会場として多摩桜の丘学園を使用することが難しいことから、予定通り実施するこ
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とは困難であるとの結論に至った。中止とするのか延期とするのかの判断は、東京

2020 大会が取り組みの契機ではあったものの、共生社会に向けた取り組みという観点

では、いずれ実施する必要があるとの認識から延期とすることとし、実行委員会を書面

開催し、委員全員から了解を得て、実行委員会の判断とした。 

 

 

7 取り組みの再開（2021 年 11月～12月） 

（１）延期期間におけるボッチャに関して 

 2020年に多摩市スポーツ推進委員協議会が大会として、「ボッチャフレンドカップ」

（以下「フレンドカップ」）を立ち上げ、同年 12 月に感染症対策をしながら多摩市立

総合体育館で開催。ニュースポーツ体験教室を継続して実施しており、その中でボッチ

ャの体験会も行っていた。 

 児童館など公共施設では感染リスクを考慮し、不特定多数が交流する事業等を制限し

ており、ボッチャの体験会などはできていなかった。 

 市立小中学校ではボッチャに取り組む学校が８校ほどあるような状況。一方、感染リ

スクの高い多摩桜の丘学園は近隣の小中学校とリアルでの交流はできない状況であっ

た。 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック大会は無観客の中、2021 年 7～9月に開

催された。多摩市で予定されていたコミュニティライブサイトは、やはり不特定多数を

集めることへの懸念から中止となった。 

 

（２）実行委員への意思確認 

 新型コロナウイルス感染症が変異を重ね、重症化のリスクが下がってきた 2021 年

11 月に、延期していた大会の再開の意思について実行委員へ個別に確認を取ったとこ

ろ、全委員が再開していこうということでの意見であった。 

 

（３）実行委員会事務局の再編 

 再開にあたり現時点での状況を確認した。フレンドカップが立ち上がったことから、

本大会終了後もボッチャの取り組みが継続できること、一方でフレンドカップの参加者

に障がい者や子どもの参加が少ないこと、企業の支援を多く受けられる仕組みなどがあ

ると持続的なスポーツの大会にすることができることから、本大会を実施することとし

た。このことから、市のくらしと文化部スポーツ振興課が事務局に加入した。 

また、長年実施してきた市の障がい者ふれあいスポーツ大会が多摩市障害者福祉協会

の解散により継続できなくなり、障がい者施策におけるスポーツの取り組みがなくなっ

たことから、本取り組みに障害福祉課が加入することとなった。 

多摩桜の丘学園にも取り組みの再開について説明に赴き、新しい校長先生にも了解を

得て、引き続き、事務局として参加していただくこととなった。 

 

（４）実行委員会の再開 

 2021年 12月に実行委員会を再開し、大会の開催日程や今後の取り組みについて今

後検討していくことを確認した。 
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8 ボッチャ 2023TAMAカップ開催に向けて①（2021 年 12月～2022 年 12月） 

（１）大会コンセプトの再検討 

 実行委員会で大会のコンセプトは現時点で変更する必要がないことを確認し、「楽し

く、奥深いユニバーサルスポーツを通じた共生社会の実現」を継続するものとした。 

 これを具現化するための３本の柱のうち、「パラリンピックの機運醸成」を現時点に

合わせるものとし、「楽しみながら一緒に戦うことでお互いの違いを知る」「地域・学校・

大学・福祉・スポーツ・企業・行政の連携で実施」「多摩市のパラリンピックのレガシ

ー」に沿って進めていくことを確認した。 

 また、再開にあたり、当初にも議論された競技性の高い大会とするのか、レクリエー

ションとするのかといった点について改めて議論をした。スポーツ推進委員から、フレ

ンドカップの状況や審判レベルの向上が途上であることなどの意見があり、レクリエー

ションの大会とすることで一致した。 

 

（２）本大会までのスケジュール設定 

 本大会に向けては新型コロナウイルス感染症による社会活動への影響により、ボッチ

ャ自体の認知度が下がっていることが懸念されるため、啓発を丁寧にすること、2020

年から毎年12月に開催しているフレンドカップの日程に影響が出ない時期を念頭に検

討するものとした。 

取り組みを再開するにあたり、京王 SCに相談したところ、体験会の会場としてB館

２階センターコート（以下「センターコート」）、A館６階アウラホール（以下「アウラ

ホール」）を無料で使用させていただけることとなった。これらを踏まえ、本大会はフ

レンドカップの半年後の 2023年 6月に開催すること、フレンドカップの前（2022 年

10月・11月）と本大会の前（2023年 2月・3月）に体験会を開催するものとしてス

ケジュールを設定した。 

 

（３）会場の検討 

 本取り組みでは多摩桜の丘学園を多摩市のボッチャの聖地と位置づけ、プレ大会と同

様に会場として使用することができないかを検討した。 

しかしながら、特別支援学校でリスクの高い子どもたちも通うことから、新型コロナ

ウイルス感染症が終息していない中、多摩桜の丘学園での開催の目途は立たない状況で

あることを確認した。これを踏まえ、バリアフリー対応され、駐車場台数が確保でき、

多くのコートが取れる多摩市立総合体育館（以下「総合体育館」）を会場とすることと

なった。また、2020 年の大会の際に検討した多くの方に見てもらえる会場での開催も

検討し、決勝に関してアウラホールでの開催について京王 SCに打診し、了承を得たの

で２箇所の会場を押さえるものとした。 

 

（４）体験会の検討 

 市民に広くボッチャを通した共生社会の実現に向けた取り組みの周知を図ること、本

大会前に地域の様々な主体が連携して事業を実施することによる一体感を醸成するこ

となどを目的として、京王 SCのご厚意でセンターコートとアウラホールを会場に体験

会を開催することとした。 

 提供いただくセンターコートは人通りが多く、特設販売やイベントが行われ、気軽に
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目にすることができる一等地であること、また、アウラホールは囲われているホールで、

ボッチャの正式コートサイズを２面設けることができることから、それぞれの会場の特

性に合わせた内容を検討した。 

センターコートでは、初めて見た人が興味を持つことができることをコンセプトとし

て、ボッチャのボールに触わることで感触や重さの実感、ダーツの的に投げ、狙ったと

ころに投げることの難しさを感じる遊びのコーナー、ハーフサイズのコートを設けて簡

単な対戦をする体験コーナー、通りがかった人にボッチャやパラリンピックとは何かを

知っていただくクイズを掲示するなどとした。また、特設販売やイベントが行われる場

所であることを踏まえ、空きが出ないように土日の２日間開催することとし、ボランテ

ィアスタッフの人数により内容を調整して実施するものとした。 

アウラホールでは、センターコートでの体験会で興味を持った方がより楽しめるよう

に正式サイズのコートを 2面用意し、ゲームを楽しむことを中心にするとともに、初め

て来た方でも入りやすいように、センターコートと同じダーツの的やハーフコート、ク

イズを設置し、それらを体験してから本格的な体験していただくストーリーを持たせた。 

体験会は 10 月・11 月と 2 月・3 月をパッケージとして、10・11 月はフレンドカ

ップ参加者増、2・3月は本大会の参加者増につなげることとした。 

このほか、パラリンピック競技のボッチャが見てわかる仕掛けも必要であることから、

日本パラリンピック委員会に相談したところ、パラリンピック教育用教材である「I'm 

POSSIBLE」の DVDを借用することができた。会場にモニターを設置して放映するこ

とで通りかかった人へのアイキャッチになるようにした。 

 

（５）大会名の変更 

 ボッチャ２０２０TAMA カップを延期して実施することから、大会名は従前のとお

りとして準備を進めていたが、2023年に 2020TAMAカップを実施するのはわかりに

くく、一般に浸透させるには見直した方が良いのではないかとの意見があり、実行委員

会で検討した。一般にわかりやすくするため、大会名は「ボッチャ2023TAMAカップ」

に変更した。それとともに実行委員会の名称も検討し、東京 2020 パラリンピック大会

を目指して進めていたという理念はブレさせてはならないということから、「ボッチャ

2020TAMAカップ実行委員会」から変更はしないものとした。 

 

（６）10月の体験会 

 2022 年 10 月 22 日(土)・23 日 (日)にセンターコートでの体験会を実施し、内容

はハーフサイズでのボッチャ、遊びのコーナーのダーツ、ボッチャクイズで、2日間で

656 名の参加があった。10 月 21 日(金)の 20 時から事務局・市職員ボランティアで

会場設営などの準備を行った。また、京王 SCによる館内外での告知や、参加者へのノ

ベルティとして京王電鉄のキャラクター「けいたくん」グッズを提供いただいたことな

どから、集客につながり、より多くの人に体験していただけることができた。ハロウィ

ンの時期であり、会場の京王 SCではハロウィンに関連する販売促進を行っていること

から、ハロウィンをイメージしたポスターを作成し周知したほか、遊びのコーナーのダ

ーツは、京王 SC担当者からの発案により「カボッチャ」と称し、カボチャを的にする

など、京王 SCの館全体と統一感をもったイベントとすることができた。また、多摩桜

の丘学園のボッチャ部の活動に関する展示、障がいによりボールを投げることができな
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い人が使うランプ（勾配具）を置き、障がい者理解にもつながる体験会とした。 

 なお、新型コロナウイルス感染症対策として、入り口と出口を１か所ずつにし、検温、

手指消毒のアルコールの設置、体験者が入れ替わるごとに次亜塩素酸水でのボッチャボ

ールの消毒などを行い、安全・安心に留意した運営に努めた。 

 

 

 

（７）11月の体験会 

 2022 年 11 月 27 日(日)にアウラホールでの体験会を実施し、内容は公式コートサ

イズでのボッチャ、遊びのコーナーのダーツ、ハーフサイズでのボッチャ、ボッチャク

イズで、２０６名の参加があった。11月 26日(土)の 10時から事務局・市職員ボラン

ティアで会場設営などの準備を行った。10 月の体験会と同様、京王 SC に告知や参加

者へのノベルティの提供をいただいた。10 月のセンターコートより広いスペースのた

め、フルサイズのコートを 2面設けることができ、即席のチーム同士よる本格的な試合

形式での体験となった。遊びのコーナーのダーツは落合中学校から的を借用して実施し

た。 

センターコートのように何かのついでに寄れる場所でないことから集客に不安があ

ったため、京王 SC の了解を得て B 館と C 館のブリッジ、A 館１階のエレベーターホ

ールでの呼びかけも行った。 

 なお、新型コロナウイルス感染症対策は 10月の体験会と同様に実施し、安全・安心

に留意した運営に努めた 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）審判講習 

 2022 年 12 月３日(土)にスポーツ推進委員を対象とした審判講習が開催された。ス

ポーツ推進委員の審判技術の向上を目的としたものであるが、実行委員会でも希望者は

参加できるものとして声掛けがあり、インクルスポーツクラブ多摩から参加があった。

これは、本取り組みを一緒に進めてきた一つの成果でもある。 
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（９）ボッチャフレンドカップ 

 2022 年 12 月 10 日(土)に総合体育館でスポーツ推進委員主催のボッチャフレンド

カップ（以下「フレンドカップ」）が開催された。子どもから高齢者、障がい者も含め

て３２チーム、計１１８人が参加した。10 月、11 月の体験会にてフレンドカップの

PRをした効果もあり、前年実施時より参加者数が約４割増加した。 

体験会に一定の参加者が来場したことも含め、市民へ着実にボッチャ 2023TAMAカ

ップ開催に向けた一連の取り組みが定着していることが伺えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ ボッチャ 2023TAMAカップ開催に向けて②（2023年 1月～） 

（１）ルールの検討 

  実行委員会でプレ大会やフレンドカップを参考に、それらの課題も踏まえ、参加しや

すいルールなどについて議論を重ねた。１チームの構成は３人から 5人までとし、ファ

ールを取るのではなく、事前に注意を促すなど参加者が楽しく取り組めるようレクリエ

ーションに配慮したものとした。 

 

（２）大会日程の確定 

 2023年 6月の開催として、総合体育館とアウラホールを押さえていた。実行委員会

で体験会の参加者の状況、参加のしやすさ、会場のバリアフリー、新型コロナウイルス

感染症への配慮などを考慮し、大会は 6 月 4 日（日）に 1 日間で、会場を総合体育館

として実施することを決定した。 

 

（３）協賛企業等 

 事務局から 2020 年に開催を予定していた際に声掛けした企業に改めて趣旨の説明

などを行い、賛同して協力していただける企業を中心に募った。協賛の形は協賛金、参

加賞、副賞、告知、大会時の人手の協力など幅広く選択できるようにするとともに、各

企業等が持つ強みで可能なところでの協力をお願いした。企業等で検討いただいた結果、

様々な形で 1３もの団体の協賛を得ることができた。 

 

（４）大会周知 

 2 月の多摩市の定例記者会見で大会日程、エントリー期間などを告知した。その際に

は実行委員長から大会にかける思いをお話しいただいた。 

 2、３月の体験会会場での周知、たま広報、多摩市公式ホームページ、市立小中学校
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や公共施設でのポスター掲示などを行った。また、体験会の実施にあたっては京王 SC

のご配慮により、京王 SC館内及び聖蹟桜ヶ丘駅にポスターを掲示していただいた。 

 また、5月の多摩市の定例記者会見では、大会への観覧募集を呼び掛けた。 

 

（５）2月の体験会の実施 

 大会の周知をするため、2023年 2月 25日(土)・26日 (日)にセンターコートでの

体験会を実施し、内容は 2022 年 10 月の体験会と同様、ハーフサイズでのボッチャ、

遊びのコーナーのダーツ、ボッチャクイズで、2日間で８９７名の参加があった。2月

24 日(金)の 20 時から事務局・市職員ボランティアで会場設営などの準備を行った。

遊びのコーナーのダーツは落合中学校から的を借用して実施した。また、京王 SCによ

る館内外での告知、参加者へのノベリティとして京王電鉄のキャラクター「けいたくん」

グッズを提供いただいたことなどから、集客につながり、より多くの人に体験していた

だけることができた。また、多摩桜の丘学園のボッチャ部の活動に関する展示、障がい

によりボールを投げることができない人が使うランプ（勾配具）を置き、障がい者理解

にもつながる体験会とした。 

 なお、新型コロナウイルス感染症対策として、入り口と出口を１か所ずつにし、検温、

手指消毒のアルコールの設置、体験者が入れ替わるごとに次亜塩素酸水でのボッチャボ

ールの消毒などを行い、安全・安心に留意した運営に努めた。 
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（６）3月の体験会の実施 

 大会の周知をするため、エントリーの開始に合わせて2023 年 3月 12日(日)にアウ

ラホールでの体験会を実施、内容は11月の体験会同様、公式コートサイズでのボッチ

ャ、遊びのコーナーのダーツ、ハーフサイズでのボッチャ、ボッチャクイズを実施し、

２０５名の参加があった。3 月 11 日(土)の 10 時から会場設営などの準備を事務局・

市職員ボランティアで行った。2月の体験会と同様、京王 SCに告知や参加者へのノベ

ルティの提供をいただいた。2月のセンターコートより広いスペースのため、フルサイ

ズのコートを 2 面設けることができ、即席のチーム同士よる本格的な試合形式での体

験となった。遊びのコーナーのダーツは落合中学校から的を借用して実施した。 

センターコートのように何かのついでに寄れる場所でないことから集客に不安があ

ったため、京王 SC の了解を得て B 館と C 館のブリッジ、A 館１階のエレベーターホ

ールでの呼びかけも行った。 

 なお、新型コロナウイルス感染症対策は 10月の体験会と同様に実施し、安全・安心

に留意した運営に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（７）大会エントリー 

 2023 年 3月 12日～4月 20日で大会参加者の募集をしたところ、予定していた 40

チームを超える50チームのエントリーがあった。子ども、高齢者、障がい者、企業と

幅広く、共生社会の実現に向けた取り組みとして工夫して受け入れができないか検討し、

全チーム参加とすることを決定した。 

 なお、対象を『多摩市民(在住･在勤･在学)・長野県富士見町民が代表者であるチー

ム』として、チームの構成員を市民のみに限定しなかったことから、富士見町からの

参加はもちろん、世田谷区、八王子市、町田市、稲城市、日野市、川崎市等から参加

する方もおり、エリア（地域）でも幅広いエントリーがあった。 
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資料 
 

１ 実行委員会委員 ※実行委員会組織 2019 年 5月 28 日設置、2023 年 8月 10 日解散 

氏  名 所  属 役職 備  考 

相馬 洋三 多摩市青少年問題協議会 委員長 2019 年 5月 28 日就任 

田口 康之 国士舘大学 副委員長 
2019 年 5月 28 日就任 

2023 年 3月 21 日退任 

永吉 英記 
国士舘大学ウエルネス・リサー

チセンター 
副委員長 

2023 年 3月 22 日就任 

※委員就任:2023 年 3 月 1 日 

皆川 正俊 多摩市児童青少年課 会計 2019 年 5月 28 日就任 

東島 亮治 多摩市社会福祉協議会 会計監査 
2019 年 5月 28 日就任 

2022 年 3月 31 日退任 

井上 勝 多摩市社会福祉協議会 会計監査 2022 年 4月 1日就任 

内藤 好美 多摩市スポーツ推進委員協議会 委員 
2020 年 1月 21 日就任 

2020 年 3月 31 日退任 

山田 和久 多摩市スポーツ推進委員協議会 委員 2020 年 4月 6日就任 

影近 卓大 インクルスポーツクラブ多摩 委員 

2020 年１月 21日就任 

2022 年 12 月 21 日退任 

2023 年 5月 30 日就任 

小暮 知則 東京多摩ロータリークラブ 委員 2020 年２月 10日就任 

増田 裕之 インクルスポーツクラブ多摩 委員 
2022 年 12 月 22 日就任 

2023 年 5月 29 日退任 
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２ 実行委員会記録 

回次 日 付 内     容 

第 1回 2019 年 5月 28 日 出席者自己紹介、大会趣旨説明、実行委員会規約の決

定、委員長・副委員長・会計・会計幹事選出、プレ大

会日程・会場の決定、大会名の決定、スケジュールの

確認等 

第 2回 2019 年 7月 10 日 第 1回会議記録確認、他団体からの協賛等状況報告、

プレ大会開催協議、大会開催に向けた機運醸成の取

り組み協議、情報交換等 

第 3回 2019 年 7月 24 日 第 2回会議記録確認、他団体からの協賛等状況報告、

プレ大会開催協議、情報交換等 

第 4回 2019 年 8月 29 日 第 3 回会議記録確認、前回実行委員会からの動き報

告、プレ大会開催協議、情報交換等 

第 5回 2019 年 9月 20 日 第 4 回会議記録確認、前回実行委員会からの動き報

告、プレ大会開催協議、競技・運営スタッフ協議、情

報交換等 

第 6回 2019 年 10 月 9日 第 5 回会議記録確認、前回実行委員会からの動き報

告、競技・開会式等セレモニー協議、競技・運営スタ

ッフ協議、次回の実行委員会開催協議（プレ大会実

施・会計報告、本大会開催検討等）、情報交換等 

プレ大会 2019 年 10 月 19 日 開会式、予選リーグ、決勝トーナメント、閉会式 

第 7回 2019 年 11 月 8日 第 6 回会議記録確認、プレ大会実施概要報告、プレ

大会会計監査報告、本大会協議、実行委員会組織協

議、情報交換等 

第 8回 2020 年 1月 21 日 第 7 回会議記録確認、実行委員会組織協議、本大会

に向けた取組み協議、本大会開催協議、情報交換等 

第 9回 2020 年 2月 10 日 第 8 回会議記録確認、実行委員会組織協議、本大会

開催協議、ボッチャカフェ報告、情報交換等 

第 10回 2020 年 4月 8日 

（書面開催） 

※第 10 回実行委員会

実施結果 4/22 決定 

第 9 回会議記録確認、実行委員会組織協議、本大会

開催延期協議、情報交換等 

第 11回 2021 年 12 月 22 日 令和元年度開催プレ大会以降の取り組み等報告、ボ

ッチャ 2020TAMA カップ本大会開催協議、実行委

員会組織・事業者連携等協議、情報交換等 

第 12回 2022 年 1月 26 日 第 11回会議記録確認、本大会開催の各主体の意向等

報告、本大会開催のコンセプト等協議、情報交換等 

第 13回 2022 年 2月 21 日 第 12回会議記録確認、前回実行委員会以降の動きに

ついて、本大会開催に向けた取組み及び開催時期に

ついて、次回実行委員会開催について、情報交換等 
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回次 日 付 内     容 

第 14回 2022 年 3月 23 日 第 13回会議記録確認、前回実行委員会以降の動き報

告、本大会開催時期、ロードマップの決定及び今後の

イベント等協議、情報交換等 

第 15回 2022 年 6月 20 日 実行委員会組織等協議、第 14回会議記録確認、前回

実行委員会以降の動き報告、本大会に向けた取組み・

準備協議、情報交換等 

第 16回 2022 年 8月 8日 第 15回会議記録確認、京王 SC体験会の協議、今後

の予定報告、情報交換等 

京王 SC

体験会 

2022年10月22日、

23 日 

ハーフボッチャ、カボッチャ（ダーツ）、クイズ、多

摩桜の丘学園紹介、ボッチャ紹介ビデオ上映 

第 17回 2022 年 11 月 10 日 第 16 回会議記録確認、10 月京王 SC 体験会報告、

11月京王 SC体験会協議、本大会開催要項協議、実

行委員会規約の改定協議、情報交換等 

京王 SC

体験会 

2022 年 11 月 27 日 ボッチャ対戦（正式サイズコート 2 面、ハーフコー

ト）、ダーツ、クイズ、ボッチャ紹介ビデオ上映 

第 18回 

 

 

2022 年 12 月 22 日 第 17 回会議記録確認、11 月京王 SC 体験会、ボッ

チャフレンドカップ実施、協賛企業、審判講習会結果

報告、大会までのスケジュール確認、2 月及び 3 月

の京王 SC体験会開催協議、本大会開催要項等協議、

本大会ルール検討、情報交換等 

第 19回 2023 年 1月 23 日 第 18回会議記録確認、協賛企業報告、2月・3月京

王聖蹟桜ヶ丘ショッピングセンター体験会協議、本

大会開催要項等協議、情報交換等 

第 20回 2023 年 2月 15 日 第 19回会議記録確認、協賛企業、市町村ボッチャ大

会報告、2月・3月の京王 SC体験会協議・確認、本

大会開催要項等協議、情報交換等 

京王 SC

体験会 

2023 年 2月 25 日、

26 日 

ダーツ、ボッチャ対戦（ハーフコート）、クイズ、多

摩桜の丘学園紹介、ボッチャ紹介ビデオ上映 

京王 SC

体験会 

2023 年 3月 12 日 ボッチャ対戦（フルサイズコート 2 面、ハーフコー

ト）、ダーツ、クイズ、ボッチャ紹介ビデオ上映 

第 21回 2023 年 3月 22 日 第 20回会議記録確認、２、３月体験会実施報告、本

大会周知状況報告、本大会運営協議、情報交換等 

第 22回 2023 年 4月 19 日 副委員長の選出、第 21回会議録確認、エントリー状

況、ボランティアスタッフの募集状況、来賓等の調整

状況、エキシビション報告、本大会運営に関する協

議、情報交換等 

第 23回 2023 年 5月 12 日 第 22回会議録確認、報告事項、本大会運営に関する

協議、情報交換等 
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回次 日 付 内     容 

第 24回 2023 年５月 30日 第 23回会議録確認、報告事項、本大会運営に関する

協議、大会後の振り返り、情報交換等 

本大会 2023 年 6月 4日 開会式、予選リーグ、決勝トーナメント、スペシャル

プログラム（国士館大学男子新体操部公開演技披

露）、閉会式 

第 25回 2023 年 8月 10 日 実施報告書、会計報告 
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３ 協賛運営協力等 

（１）プレ大会（2019年 10月） 

 事業者名・団体名 内  容 

協賛 
トヨタ西東京カローラ株式会社 

ボッチャセット貸与、参加

賞・来場者ポップコーン提

供、ボッチャパネル展示等 

東京多摩ロータリークラブ 協賛金提供 

運営 

協力 
東京都立多摩桜の丘学園 会場提供、会場運営等 

 

（２）本大会（2023年 6月） 

 事業者名・団体名 内  容 

協賛 

株式会社インフォテクノ朝日 協賛金提供 

京西テクノス株式会社 参加賞提供 

京王聖蹟桜ヶ丘ショッピングセンター 
大会告知、参加賞提

供等 

KDDI 株式会社 参加賞提供 

株式会社サンリオエンターテイメント 副賞提供 

多摩市健幸スポーツパートナーズ 会場誘導等 

東京ｷﾘﾝﾋﾞﾊﾞﾚｯｼﾞｻｰﾋﾞｽ株式会社府中支店 参加賞提供 

東京グリーンシステムズ株式会社 協賛金提供 

東京多摩ロータリークラブ 参加賞、副賞提供 

トヨタＳ＆Ｄフリート西東京株式会社 ボッチャセット貸与 

二幸産業株式会社 協賛金提供 

株式会社日本水泳振興会 協賛金提供 

株式会社長谷工コーポレーション 参加賞提供 

運営 

協力 

インクルスポーツクラブ多摩 競技運営 

国士舘大学 競技運営 

多摩市社会福祉協議会 会場運営 

多摩市スポーツ推進委員協議会 競技運営 

多摩市青少年問題協議会聖ヶ丘・連光寺地区委員会 会場運営 

東京都立多摩桜の丘学園 
会場運営、参加賞・副

賞製作 

東京都立南大沢学園 参加賞製作 

 

（３）体験会（2022年 10月・11月、2023年 2月・3月） 

 事業者名 内  容 

協力 京王聖蹟桜ヶ丘ショッピングセンター 
会場提供、告知、参加賞提

供、スタッフ支援等 
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４ 体験会の記録 
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・2023年 2月 
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５ ポスター、チラシなど 
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６ メディアなどの掲載等 

媒体名等 記事名（内容） 年月日 

タウンニュース パラ競技「ボッチャ」で交流 2019 年 3月 21日 

タウンニュース 「『ボッチャ』できる環境を」 2019 年 4月 18日 

タウンニュース 「ボッチャ」で障害者理解を 2019 年 8月 8日 

東京新聞 生徒いきいき メダルづくり 2019 年 9月 26日 

タウンニュース 「ボッチャ」カフェで交流 2019 年 10月 17日 

東京新聞 来春、多摩市でボッチャ大会 2019 年 10月 23日 

読売新聞 ボッチャ挑戦 メッチャ真剣 2019 年 10月 20日 

タウンニュース 「ボッチャ 2020ＴＡＭＡカッ

プ」プレ大会 共生社会の第一

歩に 

2019 年 10月 31日 

多摩テレビ プレ大会トピックス 2019 年 10月 

朝日新聞 多摩市 めざせ「ボッチャの街」 2019 年 11月 1日 

多摩テレビ みんなでボッチャに挑戦しよう

（練習編） 

2019 年 11月 

多摩テレビ みんなでボッチャに挑戦しよう

（大会編） 

2019 年 12月 

こどもタウンニュース 「ボッチャ」で盛り上がろう 2019 年 12月 

東京新聞 障害ある人、ない人も共にその

先へボッチャ 

2020 年 1月 9日 

二宮清純の視点 障害

者スポーツをスポーツ

としてとらえるサイト

“挑戦者たち” 

ボッチャは共生社会の象徴 2020 年 2月 27日 

タウンニュース 今年 6 月に大規模「ボッチャ」

大会 

2020 年 3月 19日 

朝日新聞 障害者が生き生きとする街に 2020 年 6月 11日 

国土交通省 令和 2 年度首都圏白書 ボッチ

ャの普及・啓発 ユニバーサル

スポーツ×年齢・障害の有無を

越えた交流促進 

2020 年 6月 16日 

多摩テレビ ボッチャ体験会＠京王せいせき

SC 

2022 年 11月 

読売新聞 ボッチャTAMA杯 6月に 2023 年３月 
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